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論文の内容の要旨
　結晶を構成する原子は必ず振動している。このことはあらゆる物性量に影響を及ぼし，特にX線または申性
子回折では強度の減少として現れる。この強度減少の因子はデバイーワイラー因子（または温度因子）と呼ばれ
ており，古くから研究の対象となっている。通常，この種の測定では単結晶よりも粉末結晶が用いられる場合が
多い。そして，粉末結晶を用いたために生じる優先配向，消衰効果，吸収効果等の補正が容易な申性子回折法を
利用した方が優れていると言われている。
　本研究では精度の高い申性子粉末回折法により，5種類の立方晶系単位（Nb，Si，Mo，Ag，Ta）と5種類の
化合物（ZnTe，T1Br，SrO，TiN，K，Rbユ．、C1）からの回折強度を測定し，ウイルソンプロット及びリートベルト
解析を用いてデバイーワーラー因子を室温にて決定した。特に，TiNに関しては以前にはX線のデータのみしか
なく，しかも値の精度が悪かったが，今回中性子の特徴である散乱因子が原子番号に依存しないという性質を利
用して精度を高めて測定することが出来た。その他の試料でも同様なことが言える。本解析には温度散漫散乱の
補正，静的原子変位に関しても十分なる検討を加えている。
　さて，今回の測定値及び従来から測定されている値を整理し，考察を行い，推賞できる22種類の立方晶系単位
の，52種類の立方晶系化合物のデバイーワーラー因子の値を決めた。これらは国際結晶学会から発行されている
Intemati㎝a1Tab1es　for　Crysta11ographyに掲載されている。
　さに，得られた74種類の単体及び元素のデバイーワーラー因子の値と種々の構造物性量との関連性について考
察した。それらの物性量とは凝集エネルギー，密度，融点，熱膨張係数，圧縮率，ヤング率，硬度，弾性定数で
ある。単体の場合には，アルカリ金属と鉛を除いてデバイーワーラー因子の値はそれぞれの物性量と線型的な関
係を得た。一方，化合物に対してはイオン結合をもつ物質は共有結合をもつ物質に比べてデバイーワーラー因子
の値は線型から外れることが判った。
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審査の結果の要旨
　本研究は物質の最も基本的な構造物性量である構成原子の平均二乗変位を含むデバイーワーラー因子の値を10
種類の物質に対して，粉末中性子回折法の特徴をうまく生かし，精度を高めて決定した事は高く評価できる。さ
らに，既に報告されている値を含めて74種類の立方晶系単体及び化合物の値を整理し，構造物性量との関連性を
議論したことは今後のこの種の研究に対し非常に有益である。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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